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1 : 1 の割合で生成する。また、 α-1 ，4 グルコシド結合のみならず、 α-1 ， 6 グルコシド結合をも分解可能である。さ
らには α-1 ， 4 、 1 ， 6 グルコシド結合の合成反応を触媒する。このようにネオフ。ルラナーゼは広い基質及び反応特異性を
示すユニークな酵素である。本研究では、このネオプルラナーゼ、について、単体及びパノース、マルトテトラオース、
イソパノースの 3種類の基質複合体の立体構造をX線結晶構造解析により決定し、その基質認識機構を明らかにした。
構造解析の結果、ネオフ。ルラナーゼは 4 つのドメインから構成されていた。 α アミラーゼファミリーにおいて保存
されている (ß/ α)8 バレル構造からなる A ドメインと、 α へリクスをひとつ含む B ドメイン、。シート構造からなる
C ドメインに加え、本酵素に特徴的な N ドメインが存在していた。 N ドメインは約 120 残基から成り、。シート構
















素であるネオフ。ルラナーゼの結晶学的研究による基質認識機構に関するものである。この酵素は、 α ・ 1 ， 4 グルコシド
結合のみならず α ・ 1 ， 6 グルコシド結合も加水分解するだけでなく、これらの結合の転位反応をも触媒するという、極
めて広い基質及び反応特異性を示すユニークな酵素である。
本酵素の単体の X 線結晶構造解析に成功し、 4 つのドメイン構造から成り、それらが強固な 2 量体を形成して機能
していることを明らかにした。さらに、パノース、マルトテトラオース、イソパノースの 3種の糖複合体の X線結晶
構造解析を行い、その特異な基質認識機構を明らかにすることが出来た。この研究は、酵素による基質認識という酵
素を特徴付けるのもっとも重要な働きを原子レベノレで理解することに成功した点で注目されている。よって、この論
文は博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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